
 

 

 

 

 

 

競技報告 (2013/10/23)                       写真と記事：ＧＵＫ・M.Kikutake 

 

沖縄勢のＶは 10年ぶり 

ベルビーチＧＣ（沖縄）が初の栄冠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ベストグロス賞は 71で 
荒川英二（福岡雷山）と園田英雄（八代）の 2人に 
 

 連盟（ＧＵＫ）が主催する公式競技の唯一の団体競技。熊本県菊陽町の

熊本空港カントリークラブ（6862 ㍎、パー72）で行われ、「ベルビーチゴ

ルフクラブ」（沖縄県地区）がトータル 386 のスコアで初優勝した。沖縄

勢の優勝は 2003年の沖縄ロイヤルＧＣ以来 10年ぶり。 

出場者中のベストスコアに贈られるベストグロス賞は１アンダー、71

で回った 42歳の荒川英二（福岡雷山）と 48歳の園田英雄(八代)の２人が

ともに初の栄冠を獲得した。（写真㊤は優勝した「ベルビーチＧＣ」のメ

ンバー、写真㊦はベストグロス賞の園田英雄㊧と荒川英二㊨） 

 

１チームは学生・生徒を除く６人（うち 55 歳以上３人）で構成され、

このうちのベスト５人のトータルスコアで優勝を争う団体戦。11県地区で

行われた予選にはＧＵＫに加盟する計 196倶楽部が参加。予選を勝ち抜い

た 25倶楽部と開催倶楽部の計 26倶楽部チームが本戦出場した。 

この日の熊本地方はスタート時、やや風はあったものの曇りのまずまず

のコンディション。しかし、午後３時前から雨となり、スタート時間が遅い組はスコアメークに苦戦した。 

会場の熊本空港ＣＣは、ホールは松林でセパレートされ、クロス・ガードバンカーが効果的に配置された九州でも有数の難

コースで、選手たちは倶楽部の実力、名誉をかけた戦いに挑んだ。 

 

九州ゴルフ 100年祭 平成 25年度 

第 43回九州インタークラブ競技大会 
 



１打差の勝利  ２位はフェニックスＣＣ（宮崎県地区） 

そんな中でベルビーチＧＣは上位５人が70台と安定したスコアで回り、２位のフェニックスカントリークラブ（宮崎県地区）

に１打差をつけて優勝した。３位は大分中央ゴルフクラブ（大分県地区）とチェリーゴルフ鹿児島シーサイド（鹿児島南部地

区）が 389の同スコアで並んだが、規定により６人全員のスコアで大分中央ＧＣが上位になった。 

７連覇がかかっていた大博多ＣＣ（福岡県南部地区）は首位に８打差の 394で 11位に終わった。 

 

 

ベルビーチＧＣ 

勝因は「〝和〟を持った誇れるチーム力」 
 

 ７連覇がかかる大博多、それを阻止するのはどこか…団体戦は〝下駄をはくまで〟その行方は分からないと言われていたが、

その常勝・大博多を阻止して見事に初優勝を遂げたのがベルビーチＧＣだった。「相手は大博多と焦点を定めて試合会場入りし

た。チームワークの勝利です」。大城清剛監督（63）とコーチ役を務める顧問の當間稔さん（65）は口をそろえた。 

 ベルビーチＧＣは沖縄県中部の本部に 1991年に開場したコース。宮里３兄弟（聖志、優作、藍）や、数々のアマチュアタイ

トルを取ってプロ入りして活躍する比嘉真美子が、ジュニア時代に鍛えられたコースとしても知られている。 

しかし、インタークラブはこの５年に２度、九州大会までコマを進めてきたが、成績は今イチで 2011年７位、2008年 12位。

失礼ながらそう注目された存在ではなかった。 

それが今回は 20 歳の伊差川紘治から中堅の大城郁也（45 歳）、眞榮田義彦（50 歳）、シニアの比嘉猛（64）、伊波善雄（67）

と若手からベテランまでの力がうまくかみ合った。終わってみれば、２位に１打差の僅差だったが、見事な初優勝だった。 

 チームを紹介するために大城監督に話を聞くと、「和を持ったチーム。沖縄の中でもこれは誇れるチームだと思う」と言いき

った。當間さんを中心にして毎週土曜日をインターに向けての練習日として取り組んだだけでなく、「クラブも協力的」で、営

業時間が終わった後はコースをフリーで開放してくれ、そんな中でみんなでアドバイスをしあいながら強化してきたという。 

 会場の下見も練習ラウンドだけでなく、プライベートでも機会を作ってラウンド、「知らないコースではない」と言えるまで

にラウンドしていたのが功を奏した。 

大博多ＣＣの篠塚武久監督の話 （７連覇ならずに）もっと練習しなさい、と言うことでしょう。これをスタートにまた一か

ら挑戦します。 

 

 

ベストグロス賞に輝いた２人 

園田英雄（八代） 今年は熊本県体協大会で優勝した。しかし、腰を痛めてしまい、左に引っ掛けないように身体の回転でス

イングするようにしていたが、うまく行かない。それで、元に戻したけど、この大会に間に合った。 

 

荒川英二（福岡雷山） ミッドアマでは 18番（ダブルボギーをたたき優勝を逃す）で悔しい思いをした。この大会では、ベス

トグロスで回る、と気合入れてきた。この後は、太宰府ＧＣでの日本ミッドアマ選手権、地元だけに何とか優勝したいですね。 

 

 

 

 

 


